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田 日 本 人 じゃ な く て よ が つ だ (第 19 課 ) 
この 教材 の 目標 

@ 日 本 の 結婚 式 や 披露 衣 に つい て 、 あ る 外国 人 が 感想 を 書い た 文 を 読み 、 内 容 を 理解 する 。 

@ 結婚 式 や 披露 宴 を 通し て 日 本 の 文化 の 一 端 に 触れ る 。 
主 な 技能 

@ 指示 語 の さす も の を 正しく と ら え る 。 

@ 前 後 の 文脈 か ら 適当 な 接続 詞 を 選ぶ 。 

@ 円 グラ フ を 完成 する 。 

@ 説 明 と マッ チン グ さ せる こと に よっ て 、 絵 を 正しい 順に 並べ 替え る 。 
留意 点 

@ 本 文 を 読む 前 に 結婚 式 や 披露 亡 の 時 の 衣裳 の 写真 を 見 せ た り 、 披 露 宴 の 流れ な ど を 科 単 に 説明 し 
て お いた ほう が よい 。 


回 僕 の 夢 (第 20 課 ) 
この 教材 の 目標 
@ 意志 形 が 多く 用 いら れ た 自分 の 将来 の 夢 に つい て 述べ た 文章 を 読み 、 筆 者 の 心情 を 理解 する 。 
主 お 技能 
@ あ る 言葉 を 別 の 表現 で 述べ て いる 部 分 を 本 文中 か ら 抜き 出す 。 
@ 指示 語 の さす も の を 正しく と ら え る 。 
@ 本 文 と 設問 を 読ん で 、 正 誤 判 断 を する 。 
留意 点 
@ 受験 に 関す る 語 某 が 多い の で 、 最 初 に まとめ て 説明 し て お く と よい 。 
@ 主 ・ 述 関係 に 留意 し な が ら 読ま せる よう に する 。 


皿 食 事 の マナ ー (第 21 課 ) 
この 教材 の 目標 
@「 一 た ほう が いい 」、「 一 な く て も いい 」 な どの 表現 が 用 いら れ た 文章 を 読み 、 和 食 を 食べ る 時 の 
マナ ー に つい て 知る 。 
主 な 技能 
@ 前 後 の 文 脈 か ら 空 欄 に 入る 言葉 を 選ぶ 。 
@ 指示 語 の さす も の を 正しく と ら え る 。 
@ 説 明 を 読ん で 、 絵 と マッ チン グ さ せる 。 
@ 本文 を 対話 形式 に し た 文 を 読み 、 空 欄 に 入る 文 を 選ぶ 。 


[体験 談 ] 


[エッ セイ ] 


[説明 文 ] 


留意 点 
@ 本文 を 読ん だ 後 、 学 生 の 国 の 食事 の マナ ー に つい て 話 を させ 、 各 国 の 違い を 知る こと が で きる と 
よい 。 
あな だ の 料理 の 腕前 は (第 22 課 ) [アン ケー ト ] 
この 教材 の 目標 
@ 可能 形 が 用 いら れ た アン ケー ト を 読み 取る 。 
レ > 主 な 技能 


@ ゲ アン ケー ト か ら 必 要 な 情報 を 取り 、 表 を うめ る 。 
@ ゲ アンケ ー ト の 内 容 か ら 類 推し て 、 条 件 に 当て は ま ら な いも の を 捜す 。 
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を 技 吉 語 較 

@ 文章 の 中 の キュ 
> 留意 点 | 
@ 始め に 問題 1 3 


紗 マ ン ガ 「 ガ の : 
この 教材 の 目標 
@ マン ガ に 触れ | 
じ 主 な 技能 
@ 順番 が バラ バ : 
に る | 
レレ 留意 点 
@ 全部 で 7 つ あ 5 
よい 。 
@ 学習 者 の タイ 』 
ある 学習 者 に | 
発展 的 な 活動 : 


絞 木 馬 の キ ー ホ 
ゥ この 教材 の 目標 
@「 や り も らい 」 
@ 場面 を 思い 肖 7 
主 な 技能 
@ 指示 語 の さす | 
@ 文章 の 展開 を : 
@ 本 文 と 設問 を 
> 留意 点 
@ 始め に トル コ ( 
@ 時 間 が あれ ば : 


困 わ らし べ 長 者 
> この 教材 の 目標 
e「 や り も らい | 


「 教師 用 マニ ユア ル 


[体験 談 ] > 留意 点 
e 表 の 書き 方 を よく 理解 させ て か ら 始 め た ほう が よい 。 ま た 、 表 は 横 に うめ て いく こと を 一 言 言 っ 
を 理解 する 。 だ お を きま 上 
@ 問題 邊 は いろ いろ な 考え 方 が ある の で 、 そ の 根拠 きえ は っ きり し て いれ ば 模範 解答 以外 の 解答 で 
も よい 。 
纏 家 族 捜し (第 23 課 ) [説明 文 ] 
> この 教材 の 目標 
@「 た い ・ た が る 」、 様 態 の 「 そ う 」 な どの 表現 を 用 いて 自分 の 家族 を 描写 し た 短い 文章 を 読み 、 
' | 内 容 を 正しく 理解 する 。 
な ど を 簡単 に 説明 し | じ 主 な 技能 
1 2 @ 自分 の 家族 を 描写 し た それ ぞ れ の 短い 文章 の 関係 を 正しく と ら え る こと に より 、 家 族 の メン バー 
を 捜す 。 
[エッ セイ ] @ 文章 の 中 の キー ワー ド を 、 そ れ ぞ れ の 文章 の 前 後 関係 や 他 の 文章 と の 関係 か ら 類 推す る 。 
じ 留意 点 
の 心情 を 理解 する 。 @ 始め に 問題 1 を 行い 答え を 確認 し た 後 、II へ 進ん だ ほう が よい 。 
細 マ ン ガ 「 ガ りあ げ ク フン 」( 第 24 課 ) [マン ガ ] 
> この 教材 の 目標 
@ マン ガ に 触れ 、 友 達 言葉 に 慣れ る 。 
じ 主 な 技能 
@ 順番 が バラ バラ に な っ て いる 4 コマ マン ガ を 、 ス トー リー の 展開 を 考え な が ら 正 し い 順 に 並べ か 
の 9 
じ 留意 点 
[説明 文 ] @ 全部 で 7 つ あ る の で 、 必 要 に 応 し て それ ら の うち の 一 つ を 例題 と し て や り 、 や り 方 を 確認 し て も 
ECS 
、 和食 を 食べ る 時 の @ 学習 者 の タイ プ に よっ て 、 解 答 が と て も 速く で きた り 、 非 常に 時 間 が か か る 場合 が ある 。 余力 の 


ある 学習 者 に は 、 ど れ か 一 つ を 選ん で その マン ガ を 見 な が ら 簡 単に スト ー リ ー を 書か せる な ど 、 
発展 的 な 活動 を させ る こと も で きる 。 


絞 木 馬 の キ ー ホ ル ダ ー (第 25 課 ) [エッ セイ ] 
じ こ の 教材 の 目標 
@「 や り も らい 」 の 表現 を 用 い 、 プ レ ゼ ント を 話題 に し た 文章 を 読む 。 
@ 場 面 を 思い 浮か べ な が ら 読 み 、 筆 者 の 心情 を 理解 する 。 
知る こと が で きる と | じ 主 な 技能 
| @ 指示 語 の さす も の を 正しく と ら え る 。 
| @ 文章 の 展開 を 考え な が ら 、 動 作 の 主体 を 的 確 に つか む 。 
[アン ケー ト ] @ 本 文 と 設問 を 読ん で 、 正 誤 判 断 を する 。 
> 留意 点 
@ 始め に トル コ の 位置 や トロ イ の 木馬 に つい て 話題 を 導入 し て か ら 読 むと よい 。 
@ 時 間 が あれ ば 学習 者 自身 の 心 に 残る プレ ゼン ト に つい て 発表 きせ る と よい 。 


困 わ ら レ ベ 長 者 (第 25 課 ) [昔話 ] 
レ > この 教材 の 目標 
% 「 や り も らい 」 の 表現 が 用 いら れ た 昔話 を 読ん を で 、 楽 し む 。 


NE 
> 主 な 技能 
@ ス トー リー の 順に 並べ られ た 絵 と 、 要 約 文 と の マッ チン グ を する 。 
@ ス トー リー を 追う こと に よっ て 、 あ る 事柄 の 起き た 時 点 を 類推 し 、 文 章 を 空欄 に 当て は め る 。 
@ や り も らい の 関係 を 正しく と ら え て 、 空 欄 に 入れ る べき 言葉 を 文中 か ら 捜し 出す 。 
@ 指示 語 の さす も の を 正しく と ら え る る 。 
@ 前 後 の 文脈 か ら 適 当 な 接続 詞 を 選ぶ 。 
@ 本 文 と 設問 を 読ん で 、 正 誤 判 断 を する 。 
> 留意 点 
@ 苦 話 は 2 度目 で ある 。 ふ だ ん あま り 使わ な い 語 貢 で キー ワー ド と な っ て いる も の が ある の で 、 
味 を きち ん と 確認 し て か ら 始 め た ほう が よい 。 
@ 余力 の ある 学習 者 に は 「 発 展 」 の 部 分 を させ 、 科 単に 発表 きせ て も よい 。 


Bu 


団 ヤ ー ナ さん の 失敗 (第 26 課 ) [説明 文 、 会 話 文 ] 
じ こ の 教材 の 目標 
epart エ お よび part の 読解 を 通し て 、 自 動詞 ・ 他 動詞 を 正しく 使う こと の 必要 性 を 再 確認 させ 
る 。 


@partII で は 未知 の 動詞 が 含ま れ た 短い 文章 を 読ん で 、 未 知 の 動詞 で も 自 他 の 区 別 や 辞書 形 が 推測 
で きる と いう 自信 を 持た せる 。 

> 主 な 技能 
@ 指示 語 の さす も の を 正しく 理解 し な が ら 読 み 進 み 、 因 果 関 係 を 正しく と ら え る 。 
@ 未 知 の 動詞 が 含ま れ た 文章 の 大 意 を 理解 する と 共に 、 そ れ ら の 動詞 の 自動 詞 ・ 他 動詞 の 区 別 や 辞 
書 形 を 推測 する 。 
@ 自動 詞 ・ 他 動詞 の どちら か の み 既 習 の 動詞 が 含ま れ た 会 話 文 を 読み 、 自 動詞 ・ 他 動詞 の 誤り を 指 
摘 す る 。 

留意 点 
@ この 教材 に は 、 学 習 者 に 未知 の 言葉 を 含む 文章 を 読ん で いく 自信 を つけ させ る 意図 も ある 。part 
II で は 、 そ れ ぞ れ の 動詞 の 前 の 助詞 か ら 自 動詞 ・ 他 動詞 を 判断 し 、「 て 形 」「 ま す 形 」 な どか ら 辞 
書 形 を 推測 する と いう 活動 が 、 学 習 者 の 頭 の 中 で 行わ れる 。 う まく で きた 場合 に は 、 学 習 者 に 自 
信 を 持た せる よう な 一 言 を 与え を たい 。 
@part | お よび partI ル で は 、 日 常 生活 の 中 で 自動 詞 ・ 他 動詞 の 区 別 を 間違え た た め に お こっ た 失敗 
談 を 取り 上 げ て ある 。 こ れ ら の 間 題 を 行う こと に より 、 自 動詞 ・ 他 動詞 の 区 別 の 重要 性 を 理解 さ 
せ だ たい 。 


幼 障 害 者 と 社会 (第 27 課 ) [説明 文 ] 


この 教材 の 目標 
@ 目 的 を 表す 「 一 よう に 」、 状 態 を 表す 「 一 て いる 」 な どの 表現 が 用 いら れ た 文章 を 読み 、 内 容 を 
理解 する 。 
@ 日 本 の 障害 者 を 取り まく 環境 に つい て 知る 。 
主 な 技能 
@ 前 後 の 文脈 か ら 空欄 に 入る 言葉 を 選ぶ 。 
@ 動作 の 主体 を 的 確 に つか む 。 
@ 本文 と 設問 を 読ん で 、 正 誤 判 断 を する 。 
留意 点 
@ 語 入 が た くさ ん ある の で 、「 考 えま し ょ う 」 を 利用 する な ど し て 、 障 害 者 に と っ て の 住み や すさ 
な ど に つい て 問題 意識 を 持た せ て か ら 本 文 を 読ま せる と よい 。 


じ こ の 教材 の 目標 


@ 言葉 の 内 容 を 年 
@ 指示 語 の さす も 
e 本文 と 設問 を 衣 
レ > 留意 点 4 
@ 「 考 えま し ょ 3 
MM 
団 甘 い 物 に は 気 : 
じ こ の 教材 の 目標 
@ 条件 を 表す 「= 
@ 中 歯 の で きる 【 

> 主 な 技能 
@ 前 後 の 文脈 か ? 
@ 指示 語 の さき すず? 
@ 本 文 の 内 容 を 8 
グラフ を 読み 有 
@ 本 文 と 設問 を ミ 

レ > 留意 点 

@ 新 出 語 葉 は 少 ? 
ど し で be 


較 天 女 に な つて 
> この 教材 の 目標 
e 受 身 形 や 、 比 
@ 皇 宙 に 関す る 
> 主 な 技能 
e 文章 の 展開 を i 
e 指示 語 の さす 1 
e 前 後 の 文脈 か 
@ 本 文 と 設問 を る 
じ 留意 点 
@ 「 考 えま 還 
葉 を 与え 説明 1 


団 き の う 何 を 廊 
じ こ の 教材 の 目標 

e 受身 形 が 多く 月 

e 日 本 の 食糧 自 


記 の が ある の で 、 


Bu 


| 

に 4 会 話 文 ] 
必要 性 を 再 確 認 させ 
や 辞書 形 が 推測 


る 。 
| 他動詞 の 区 別 や 矢 


・ 他動詞 の 誤り を 指 


F 
る 意図 も ある 。part 
ます 形 」 な どか ら 辞 
合 に は 、 学 習 者 に 目 
| 
間 の 重要 性 を 理解 き 


[説明 文 ] 


区 章 を 読み 、 内 容 を 


| 


と っ て の 住み や すさ 


mj 教師 用 マニ ユ ュ アル 


団 近 く の 他 人 (第 28・29 課 ) [エッ セイ ] 
この 教材 の 目標 


@ 「 一 て も ら う 」、「 一 て くれ る 」 な どの 表現 が 用 いら れ た 文章 を 読み 、 筆 者 の 心情 を 読み 取る 。 


> 主 な 技能 


@ 言葉 の 内 容 を 的 確 に つか む 。 
@ 指示 語 の さす も の を 正しく と ら え る 。 
@ 本文 と 設問 を 読ん で 、 正 誤 判 断 を する 。 


留意 点 


@ 「 考 えま し ょ う 」 を 利用 する な ど し て 、 学 習 者 自身 が 病気 に な っ た 時 の こと を 考え させ て か ら 読 
まる と まい Cs 


団 甘 い 物 に は 気 を つけ よう (第 31 課 ) [説明 文 ] 
じ こ の 教材 の 目標 


@ 条件 を 表す 「 一 た ら 」「 一 な ら 」 な どの 表現 が 用 いら れ な た 文章 を 読み 、 内 容 を 理解 する 。 
@ 虫歯 の で きる し くみ に つい て 大 ま か な こ と を 知る 。 


じ 主 な 技能 


@ 前 後 の 文脈 か ら 空 欄 に 入る 適当 な 言葉 を 選ぶ 。 
@ 指示 語 の さす も の を 正しく と ら え る 。 

@ 本文 の 内 容 を まとめ た 図 を 完成 する 。 

@ グ ラフ を 読み 取る 。 

i 


レ > 留意 点 


@ 新 出 語 某 は 少な い が 論 理 的 な 読み 取り が 要求 され る 文章 な の で 、「 考 えま し ょ う 」 を 利用 する な 
ど し て キー ワー ド と な る 言葉 の 意味 を 確認 し て か ら 本 文 に 入っ た ほう が よい 。 


囲 天女 に な つて (第 32・33 課 ) [説明 文 ] 
> この 教材 の 目標 


@ 受身 形 や 、 比 遇 を 表す 「 一 よう だ 」 な どの 表現 が 用 いら れ た 文章 を 読み 、 内 容 を 理解 する 。 
@ 宇宙 に 関す る 話題 に 触れ る 。 


主 な 技能 


@ 文章 の 展開 を 正しく と ら え る 。 

@ 指示 語 の さす も の を 正しく と ら え る 。 

@ 前後 の 文脈 か ら 適当 な 接続 詞 を 選ぶ 。 
@ 本文 と 設問 を 読ん で 、 正 誤 判 断 を する 。 


> 留意 点 


@「 考 えま し ょ う 」 を 利用 する な ど し て 、 テ ー マ に 対す る 動機 づけ を 行う と 共に 、 宇 宙 に 関す る 語 
葉 を 与え 説明 し て お く と よい 。 


団 き の う 何 を 食べ まし た ガ (第 33 課 ) [説明 文 ] 
じ こ の 教材 の 目標 


@ 受身 形 が 多く 用 いら れ た 文章 を 読み 、 内 容 を 正しく 理解 する 。 
@ 日 本 の 食糧 自給 の 実情 を 知る 。 


主 な 技能 
@ 指示 語 の 内 容 を 正しく と ら え な が ら 読 み 進 む 。 
@ グ ラフ を 読み 取る 。 
@ 原料 、 輸 入 先 な ど を 文章 中 か ら 正 し く 読 み 取 り 、 絵 を 見 な が ら ま と め る 。 
@ あ る こと が ら の 理由 を 文章 中 か ら 捜 し 出す 。 
@ 本 文 と 設問 を 読ん で 、 正 誤 判 断 を する 。 
> 留意 点 
@ 内 容 が か な り 高 度 な の で 、「 考 えま し ょ う 」 を 利用 する な ど し て 、 毎 日 の 食べ 物 と 輸入 に つい て 
間 題 意識 を 持た せる と 共に 、 語 臣 を 十分 に 予習 きせ て お いた ほう が よい 。 
@ 余裕 が ある 場合 に は 「 発 展 」 を 利用 する な ど し て 、 内 容 を 深め て いき た い 。 


区 あな だ の 子供 を どう 育て ます が ガ (第 34 課 ) [意見 文 ] 
じ こ の 教材 の 目標 
e 使役 形 が 用 いら れ な た 文章 を 読み 、 内 容 を 正しく と ちえ る 。 
e 日 本 の 教育 事情 の 一 端 を 知り 、 教 育 に つい て 考え て みる 。 
主 な 技能 
e 文章 の 展開 を 正しく と ら え る 。 
e 前後 の 文脈 か ら 空 欄 に 入る 言葉 や 文 を 類推 する 。 
@ 指示 語 の さす も の を 正しく と ら え る 。 
e 筆者 の 意見 や 考え 方 を 読み 取る 。 
e 本 文 と 設問 を 読ん で 、 正 誤 判断 を する 。 


留意 点 
@「 考 えま し ょ う 」 を 利用 する な ど し て 、 子 供 の 育て 方 に つい て の 学習 者 の 意識 を 深め て お く こ と 
が 望ま し い 。 


@ 余裕 が ある 場合 に は 「 発 展 」 を 利用 し て 、「 自 分 は どの よう に 育っ て きた か 」「 自 分 に 子供 が 生ま 
れ た ら 、 ど の よう に 育て た いか 」 など に つい て 話し 合っ て も まい 。 


國 東 京 の ご み は ど ご へ 行く (第 35 課 ) [説明 文 ] 
この 教材 の 目標 
@ 完 了 の 「 一 て し まう 」 な どの 表現 を 用 いて 書か れ た 文章 を 読み 、 東 京 の ご み 間 題 の 現状 を 知る 。 
ル 主 な 技能 
@ 前 後 の 文脈 か ら 空 欄 に 入る 適当 な 言葉 を 選ぶ 。 
@ 指示 語 の さす も の を 正しく と ら え る 。 
@ 本 文 の 内 容 を 図 に まとめ る 。 
@ 本文 と 設問 を 読ん で 、 正 誤 判 断 を する 。 
留意 点 
@ 内 容 が か な り 高 度 な の で 、「 考 えま し ょ う 」 を 利用 する な ど し て 、 ご み 間 題 に 対す る 間 題 意識 を 
持た せ て か ら 読 ませ る と よい 。 ま た 、 語 革 も 十分 に 予習 させ て お いた ほう が よい 。 


固 高 い 授業 料 (年 


この 教材 の 目標 
@ 使役 受身 形 が 用 
@「 押 し 売り 」 の 
主 な 技能 
@ 受身 形 、 使 役 形 
@ 指示 語 の さす も 
@ 前 後 の 文脈 か ら 
@ あ る こと が ら の 
留意 点 
@ A 子 の 場合 と B 
方 だ け を 扱っ て 
@ 余裕 が ある 場合 
合わ せ て も よい ゆい 
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| 


教師 用 マニ ユア ル 


固 高 い 授 業 料 (第 36 課 ) [体験 談 ] 


この 教材 の 目標 
@ 使役 受身 形 が 用 いら れ た 文章 を 正しく 読み 取る 。 
@「 押 し 売り 」 の 体験 に つい て 読み 、 日 本 で 生活 する 上 で 注意 すべ きこ と の 一 つ に 気づか せる 。 
主 な 技能 
@ 受身 形 、 使 役 形 、 使 役 受身 形 の 文 の 主体 な を ど を 正しく と ら え る 。 
@ 指示 語 の さす も の を 正しく と ら え る 。 
@ 前 後 の 文脈 か ら 空欄 に 入る 適当 な 文 を 選ぶ 。 
@ ある こと が ら の 理由 を 文章 中 か ら 捜 し 出す 。 
> 留意 点 
A 子 の 場合 と B 子 の 場合 の 2 種類 の 文章 が ある 。 学 習 者 の 力 や 授業 時 間に合わ せ て 、 ど ちら か 一 
方 だ け を 扱っ て も よい 。 
@ 余裕 が ある 場合 に は 「 発 展 」 を 利用 する な ど し て 、 自 分 達 に 同じ よう な 体験 が ある か どう か 話し 
合わ せく も よい 。 


